
花巻中学校3年2組理科展開案 
平成23年度11月2日13:30 

学級3年2組(男子18名女子16名計32名) 

場所第2理科室 

指導者教諭嶋歩噂 1単元名6｢地球と宇宙｣第2章｢惑星と恒星｣ 

2展開 

段 乂x�>�vX*�.h-�ｧx�ｨ�:��指導上の留意点 ��

階 �(教師の指導○評価◎研究との関わり☆) 

導 ������,ﾉYﾈ�/�+x.���"隗x�攣��,ﾈｦﾙDh/�+x.薬�○自己評価カードを配布するo 

入 1 0 分 凵Z月の観察結果を発表させるo 
◎観察.実験の技能.表現 

月の位置､形を観察､記録できたかo 

〇本時の学習課題を把握させるo 

学習課題月の満ち欠けの仕糸且みを調べようo 
展 開 3~ 0 分 

3.課題に対する予想を発表するo ��ｹ�I�ﾈ,ﾉ�i6ｸ,價ﾙUﾈ+8+�.��ｲ�
･月に関する知識を確認する0 4二実験方法について確認するo ��ﾘ怦ｧy4�,育hﾖﾂ�

月の光り方からどのようなことが起こっているのか 

予想できたかo 

○事前に調べた月の観察の記録を参考に考えさせるo 

(個人活動) 

○実験方法の説明をする○ 

5.グループに分かれて実験を行 ��ｨﾈ鶫&雕ZI�駢ｨ,ﾃ8,(,冩�ｨIZｩ%8+8+�.薬�

うo 佇�*ｨﾏi5ﾘ+X+ﾘ,h*ｺI&雕X*�.x,�,x,ﾈ.h*H,侈�*h.�*�/�ｦﾙDh+x.��ｲ�

(丑役割分担をする. ��ﾘｭi�2闕9w粳�I7��

②役割に基づき､実験を行うo ③実験結果をまとめる0 6.グループごとに発表する0 7.感想を発表するo ����4�,們�ﾋ�,伜���+X,H*(.�*薬�

☆【共感的理解の育み】 
☆【自己存在感-の配慮】 

○他のグループの発表から､自分たちの考え方との違 

いや共感したところを発表させる○ 

◎科学的な思考 

実験結果から月がどのような位置にあるとき満ち欠 

けをするのか､月が地球の周りを公転していること 

に関連付けて説明できたかo 

○数人の生徒に発表させるo 

終 唐馮ｸ鳧,ﾈ-ﾈ,h-�/�ﾗ8*C��定齪ﾌ蔚ﾘ廁4ｨ�ｸ6斡ﾉ?ﾈｷ�-�彿.ｲ�ｧx�,ﾈ輾麌/�+x.��ｲ�〇月の満ち欠けのしくみをまとめるo 

末 1 0 分 凵搨m識.理解 

月の満ち欠けの仕組みを理解することができたかo 




